
リサイクル部品協議会の粟漂会長が1年後の統車表現
ELV機 構の酒丼代表も前向きの意思表示

▲祝賀会では栗原裕之り協会長と酒井康雄ELV機 構代表理事が

握手してアピールした

1月24日 、都内港区のホテルインターコン

チネンタル東京ベイで、日本自動車リサイクル

部品協議会とベストリサイクラーズアライアン

スとの「新年合同祝賀会」が盛大に催された。

今回は昨年1月の初回に続く2回目の合同祝賀

会で、ELV機 構も招待され、リサイクル部品流

通関係者勢揃いの会となり、会では近い時点で

の協議会とELV機 構の組織統一問題が真剣に

話し合われ、次の時代の到来を感じさせた。

祝賀会はリサイクル部品流通事業者と使用

済み車両解体事業者の合同会議の形で二回目

を迎えたことから、冒頭から日本自動車リサイ

クル部品協議会と日本ELVリ サイクル機構の

二団体統合の話が表に出る勢いで、参列者全

員が事態の緊迫度を敏感に感じ取つたものと

なつた。

◇り協。栗原会長が見通しを表明

まず、はじめの挨拶に立つたり協の栗原裕之

代表理事は「スクラップ相場の持ち直しで好況

感ある新年だが、まだまだ気は許せる段階では

ない。EL∨機構の酒丼代表との両団体統一の

話し合いを1年間進めてきたが、まだ結論には

至つていない。この組織統一についてはEL∨機

構の今年6月の年次総会で決議をしていただく

方向がやつと確認された。この祝賀会もり協と

しては3回目は考えてはいない。次回はほんも

のの両団体合同で開催されることを願つてい

る」と踏み込んだ挨拶を行つた。

続いて来賓挨拶で立った経済産業省製造産

業局自動車課自動車リサイクル室保坂明室長

は「昨年の使用済み車両の処理は332万 台が

見込まれホッと一患ついた感があるが、自動運

転化によつて事故入庫の減退や使用する部品

の需要減少も予想され、今後については関係

者相互の共通認識を強める必要が出てきた。

そういう意味では二団体統合の機運が高まつ

てきていることには大いに期待している」と祝

意を述べた。

さらに国土交通省自動車局整備課整備事業

中谷育夫指導宮も「B召和23年 以降の交通事故

発生件数では昨年は最小の結果を得たが、高

齢者の事故が急増し、省としては先進安全技術

搭載の車両比率を2020年 には9割を目指し

たい。そのための点検体制をどう築いていくの

か整備業界と一体となつて検討していきたい。

情報共有を強めたい」とし、最後に環境省資源

循環局総務課リサイクル推進室泉知行室長補

佐が「環境省として新しい課題に常に取り組み

たいと考え努力しているが、昨年9月の審議会

では再生プラスティックのリサイクル強化を省

として検討中で、貴業界との連携を強めていき

たい」と締めくくつた。

▲会の冒頭、二団体統一の   ▲会の中締めの検拶に立った

可能性を表明した栗原り協会長  帥」ARA北 島社長

◇ELV洒 井代表理事も意思表明

これを受けて乾杯の音頭を執つた日本EL∨

リサイクル機構酒丼康雄代表理事が「り協さん

との1年間の話し合いの結果、小異を捨てて大

同に付く大きい方向性は確認できた。団体の存

在は社会に資するものでなければならない。自

動車リサイクル事業に取り組む事業者として

いっしょに前進するという基本合意はできた」と

挨拶し、これを受け、参列者全員が懇談の時を

持つた。

中締めはベストリサイクラーズアライアンス

を代表してい」ARA北 島宗尚社長が「自動車リ

サイクル業界の歴史を振り返ると30年 の社業

を保つた企業は数えるほどしかない。新しい業

界時代の幕開けを感じる新年となつたことをう

れしく思う」と挨拶、関東三本締めの音頭を執

り、祝賀会の予定全てを終えた。

◆合同開催の成果見せる

祝賀会の主催は日本自動車リサイクル部品

協議会だが、昨年来、いビッグウェーブ、い」AR

A、一般社団法人ARN、 lalエス ェスジーの四

社で構成するベストリサイクラーズアライアン

スが合同参加する体制が出来上がり、これに日

本EL∨リサイクル機構が招待される形が醸成

された。り協側では組織として日本EL∨リサイ

クル機構に加入する姿勢を見せており、団体統

一の機運は一気に高まりを見せている。

平成30年度M鵬

▲祝賀会は自動車リサイクル関係者が勢ぞろいして情報交換した



▲提携メーカー18社 22名 が参加し、積極的な意見交換が行われた
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1月 19日 、」ARA(北 島宗尚社長、東京都

中央区)は、都内会場にて「RP CP部 品提供

会社との懇話会」を開催した。今回で6回 目

となつた本会は、リビルト部品(日P)と社外新

品(GP)の 販売実績を振り返り、施策の統括

や今後の取り組みについて提供会社と意見

交換をすることを目的に年2回 開催されて

いる。

」ARAは 、昨年の仕入れ目標を前年比

100/o増と設定し、会員企業への工場見学会

勉強会の開催や全国5会 場で行われた地区

会での交流、各部品の販促キャンペーンを

実施するなど施策を展開してきたが、前年実

灌ull瘍《聰》蝿酸俯鮨骰爾華氏がアイジ藝共和国名鷲領轟雄謳罐

2月 8日、北海道江別市の自動車部品販売

事業者 llk北翔の代表取締役清水誓幸氏の在

江別フィジー共和国名誉領事就任記念祝賀

会が江別セラミックアートセンターで盛大に

開かれた。北海道の自動車リサイクル部品事

業者が国際的な名誉領事の立場を得るのは

始めてで、同氏の今後の活躍が業界関係、政

界関係ともに注目される。

当日の就任式では立命館慶祥高等学校吹

奏楽部のフィジー共和国国歌吹奏で開始さ

れ、フィジー共和国特命全権大使イシケリマ

タイトガ氏の挨拶を経て、大使による清水氏

に対する名誉領事任命状の授与が行われた。

冒頭挨拶に立ったイシケリマタイトガ大使

は「2009年 の大使就任以来、日本との交流

ジー会事務局長柏村章夫氏の開会挨拶を経

て、内閣総理大臣補佐宮衛藤晟一氏、衆議院

議員和田義明氏代理湯浅敏朗氏、北海道lll

事高橋はるみ氏代理北海道総合政策国際局

長佐藤哲夫氏、江別市長三好昇氏らがそれ

ぞれ祝辞を述べた。

祝宴の最中、日本酒による鏡開きが行わ

れ、在別府フィジー共和国名誉領事河村真美

女史による乾杯が為され、同時にフィジー共

和国のフィジアンダンスなども披露され祝賀

のムードを大いに高めた。宴の中締めは札幌

商工会議所国際経済交流委員会委員長橋本

耕二氏が行い、祝賀会の予定を終えた。
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績は上回つたものの、目標 110%に 対し

1070/0の未達となつた。同社は、月内の進捗

状況の把握できず、キヤンペーンなどの策を

効果的に打ち出すことができなつたことが原

因と分析している。

今期は、会員との接点強化として引き続き

勉強会や地区会などを開催するほか、日乍年

の反省点も踏まえ、会社ことや担当者別に集

計できるよう「ATttS(オートモービルトータ

ルリサイクルシステム)」を改修し、売上の進

捗状況を把握できるようにする。キャンペー

ンについては、会員の参加意識を高めるよう

な効果的なキャンペーン企画内容や実施時

強化を目指して、両国の関係向上に肯定的な

人材の発掘に努力してきたが、今回江別市在

住の清水氏との出会いで、自動車産業分野、

電子部品分騨、食品産業分野の各部門で隆

盛している北海道との国家交流が果たされ

ると喜んでいる」と語り、これを受けて清水誓

幸氏は「日乍年、在別府フィジー共和国名誉領

事河村真実女史の推挙を得て、イシケリマタ

イトガ大使との既知をいただき今日の栄誉に

至つた。江別市を軸に国際交流の働きを為し

たいとかねてから考えていたので、このたび

のこ承認を契機に地元政界、経済界のこ支援

を得て重責を果たしていきたい」と就任の喜

びを語つた。

就任式の後、祝賀会に移り、北海道フィ

期、商品提案を模索していく考えだ。また、

」ARA自 身も同社のコールセンターを活用

し、リビルト部品の販売提案を積極的に行つ

ていく。

近年、リビルト部品の需要は確実に増えて

いるが、販売については会員間でも濃淡が

あり、今後は会員の視点に立った販売の仕組

みづ (りが鍵となりそうだ。同社は、今期も

仕入目標前年比「100/o増」と掲げ、提携メー

カーとのよリー層の連携強化と情報共有を

図りながら、拡販に取り組む方針だ。

▲イシケリマタイトガ大使から任命状を受け取る清水誓幸氏 ▲親族―同を従えて参,1者に挨拶する清水氏(右から二人日) ▲フィジアンダンスで祝意を表す参列者達



全ての部品情報と車両データベ車スヘのアクセス急務
米損保業界、先進技術付加で交換部品の保険料が急騰
前回のレポートその 1に引き続いてその

2を 掲載する。一回目は第 10回 !RT・カナ

ダ会議の模様と北米のインターネット車両

オークシ∃ンの模様が述べらね、リサイクル

部品の本場米国の状況が推測できた。今回

はさらに踏み込んで米リサイクル産業の内

部事情に目を向ける。所謂 「Circular

Economy」 について郷古教授が言及す

る。本場米国市場でのリサイクル部品の位

置付けが明らかになつて来た。

米国自動車リサイクル産業の課題

IR丁会議では、各国の自動車リサイクル業

界の近況や特記事項の発表が毎回行われて

いる。その中で米国ARAか ら発表された米

国自動車リサイクル産業の課題と今世紀最

大の経済革命とも称される「Ci「cular

Economy」 について記したい。

米国ARAで は、昨年出版されたDavld

N  Lucsko氏 の「」unkyards,  Gear―

heads,and Rust」と題した米国の自動車

解体業の歩みを著 した資料を引用 し、

1907年 に米国最初にシカゴで創業した自

動車解体の専業者を例に挙げ、現在に至る

までのタイムラインを示している。

そのタイムラインは自動車リサイクル産

業の成熟に伴い、同産業の1丁化の時代が鮮

明に至」来していることを示している。米国の

保険会社も高品質なリサイクル部品を求め

始めており、リサイクル部品をより高品質化

し標準化する技術への投資が重要と述べて

いるほどだ。

米国ARAは 、自動車の整備修理に関して

E∪の報告にある、「自動車のすべての部品

情報へのアクセスは、自動車ユーザーや個

人経営の自動車整備工場の生存や彼らの適

切なサービス向上の観点から、自動車の修

理のために必要な技術情報にアクセスでき

るように変化させる必要がある」という文面

を引用し、リサイクル部品をより高品質化し

標準化するためにも、自動車のすべての部

品情報と関わる車両の∨Nコード(車体番号

類似細網)等のデータベースに、自動車リサ

イクル業界自体もアクセスができるようにな

らなければならないとしている。

また、この観点から、自動車メーカーは欠

陥部品のO tt M部品 (純正部品)名称や種

別、部品番号を広く一般に公表すべきとも

主張している。今後、益々自動車の複雑化や

部品数の増加、より多くの電子部品の使用

によつて必要な技術情報へのアクセスが重

要になつて来る。

現在はその代用としてHo ander lnter―

changeが 、部品在庫管理システム等を通し

て自動車部品を認識するための手法を自動

車リサイクラーや自動車回収業者、修理業

者等に提供しているとしている。

米国の自動車損保業界

米国の自動車損

保業界については、

2016年 損保業界

は過去 15年 で最悪

の年に苦 しんでい

る。米国の主要な個

人向け自動車損保会

社は、2016年 に過

去 15年 で最低の会

計結果に堕ち込んでおり、不利なクレームな

どにより高い損失比率となったとしている。

その要因は、人身事故の支払費用の他に、

複雑で高価な部品費用、修理費用が発生し

ていることを挙げている。丁he Wall

Street」 ou「nalの記事によると、先進自動

車は保険料がより高額となり、ハイテクな事

故軽減装置は、事故軽減を助ける一方で、こ

れらの事故軽減装置は、結果として交換部

品代が高価になる要素となり、修理には多く

の費用を要するとしている。

2016年 に販売された車両の約 14%は 、

事故軽減技術が搭載されているとも述べ、

例えば、2015年 のMベ ンツML350で は

左サイドミラーの修理価格が 166米 ドルに

対して、事故軽減技術搭載のサイドミラーの

修理費用は925米 ドルにかさみ、レクサスR

X350で も事故軽減技術なしのサイドミ

ラーの修理費用が390米 ドルに対して、事

故軽減技術搭載のサイドミラーの修理費用

は840米 ドルにかさむとしている。

さらに、安全センサーの装着されているバ

ンパーやフェンダー、グリル、サイドミラーな

どはセンサーの校正作業や限定的な交換部

品が必要となるため修理に費用がかさむと

している。

リサイクル部品のネガティブキャンペーン

米業界の内部事情に詳しいARA事 務局

長マイケル・ウィルソン氏は、自動車メーカー

によるリサイクルOEM部 品のネガティブ

キャンペーンが行われているとし、クライス

ラーやGMが 、自動車リサイクル事業者から

販売されている機能部品について、不適正

な部品の取り外し作業や目視点検の不確実

さ、事故の影響を受けた可能性のあるよう

な機能部品について、一切リコールなどの

サポートをしないことを表明したと報じた。

フォードは、中古部品利用の危険1生を知ら

しめるためのネガティブキャンペーン動画C

Mを 制作したとし、その内容は、乗客を乗せ

た旅客機がジャンクヤードに着き、その旅客

機に中古部品を使うと機内放送し、乗客たち

が騒然となるといつた内容で、新品OEM部

品の優位性を故意にアピールしている。

自動車リコールに関する米国の法律につ

いても触れ、米国のリコール台数が2014

年から2016年 の間に急増していることを

ウィルソン氏はグラフを通して述べ、4千 2

百台以上の自動車とフ千万個のエアバッグ

が米国のリコール対象となり、19の 自動車

メーカーが関係していると述べた。併せて、

米国には中古エアバッグの販売を許可して

いる州もあることから、ARAの 自動車リサ

イクラーは欠陥エアバッグについて、品質問

題を起こした日本の夕カダに対して訴訟も

起こしている。(以下次号に続く)

【新連載インタビューシリーズ『二代ロトップ

に間く」lま今回はお休みします】

▲郷古実教授

▲昨秋カナダで開かれた第10回 lRT会 議の模様



―    ビッグウェープグループ     :
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鶴難鶴嬢鷲姦額1箇 :鶴畿鰺酵
地震秩国に甕義の書憫
車両販売の経験生かし購饉

今回のビッグウェーブグループメンバーは秋

田市のカイテンいである。同社は昭和58年 倉」業

の老舗だ。背景は地元の新車ディーラー秋田日

産自動車の商品化事業部が発祥で現代表畠山

敏美社長(58歳 )の父君が立ち上げに活躍した。

所謂、新車販売事業者が組み立てた自動車リサ

イクル事業ということで異色の存在と言える。現

状は総社員20人 、月間入庫台数は350台 、在庫

量は15000点 の段階だ。

新車ディーラーの思考で発足

同社は立ち上げ後、秋田国産商事(もぎ取リセ

ンター)の呼称で事業をスタートさせ、平成9年

にビッグウェーブグループに入会し、その後大幅

にリサイクル事業の近代化を図り、現在に至つて

いる。平成 14年 には社名をカイテンと改め、さら

に意欲的な動きに入つている。

畠山敏美社長は昭和60年 に入社、中古車販

売と保険業務を担当、ビッグウェーブグループ入

会に伴いフロント課長としてシステム導入の作

業を開始、その後営業部長、常務取締役を経て

平成 17年 に二代目代表に就任している。自身は

先代同様に新車販売畑の出身で車両販売と整

備の感覚から自動車リサイクル業を見つめる姿

勢で事業を展開してきた。

◆業直画面の仕入れネット構築

「設立当初から約2300坪 の用地を利用して

直売志向のもぎ取リセンター方式を採用し自動

車ユーザーにリサイクルバーツの魅力を訴えて

きた経験がある。その後の仕入れ有償化の流れ

の中で地元ディーラー筋からの仕入れと合わせ

て個人からの買い取りも並行して強化する姿勢

は保つてきた。さらに地域に根差す買い取リネッ

トワークも力日味しつつ、仕入れ体制構築には手を

打つてきている」という。

しっかりと地元の自動車業界に根を下ろした

形にすでになつているが、事業拡大の気合いは

十分で、平成 14年 の社名変更は「回天の力夕力

ナ表記でリサイクルを意味し、仕事が同社にま

わつて来ることを期して改称した」(畠山社長)と

言い並々ならぬ気合いが籠つている。

鱚

飾

秋田市寺内字大小路20フのフ9

丁EL018 846 6512
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▲秋田日産事業部の伝統守る同社  ▲畠山敏美代表取締役

鋏鱚獲1靡蜀
社外畿品の鑢隧圃鶴ず

幽鱚曝饉拠点骰ぬで勢い

▲このほど開設した同社東北支店   ▲藤原千彰代表取締役

社外新品部品メーカー い藤原はい」ARAの

メンバーになつてすでに6年 目を迎えている。部

品管理のシステムとして∧丁RSを 高度に活用中

である。現在、総社員 1フ人で、ラジエーターと

クーラーコンデンサーの社外新品を約3万点在

庫し全国ネットで販売を展開している。

◆当初は日本製から立ち上げたが

同社は倉J業が昭和55年 で、倉」業者は現代表

藤原千彰氏(56歳 )の父君里志氏である。

千彰社長は昭和62年 に同社に入り、部品の配

達から始めて、ラジエーター修理など同社の業

務全般を体験し、現在、経営者の立場に立ってい

る。

当初は日本メーカー製の新品社外部品の販売

を主力に展開してきたが、同社が海外品の輸入

販売に力を入/rl始めたことから、序々にその取

扱い量が増力口し、日下のところ、需要家筋の要望

に応えて、供給量は増加の一途を辿つている。

「当社では主に中国製や台湾製などの輸入社

外品の扱いに力を入れているが、整備業界の

二―ズは高く、今後も精力的に取り扱いを増や

す方向」としている。

゛解体事業者からの31き含いが増槻

取引先の内訳をみると、整備工場や飯金塗装

工場、自動車部品商と並んで最近では解体事業

者からの引き合いが増えている。リサイクル部

品販売の補完商品としてのニーズが拡大してい

るからではないかと見ている。

「倉」業以来の取引先のこ意見を真摯に承つて

品質管理には意を用いてきたので、現状では日

本メーカーの社外品と比較しても全く問題ない

品質になつている。国産の新品部品に肩を並ベ

る社外新品の流通が軌道に乗つて来たようだJと

し、今後はい」ARA経 由でグループメンバーヘ

の商品供給に全力を挙げる。

その一環として、このたび山形県寒河江市に

東北支店を開設した。ATRSシ ステムの導入で

社内の売上在庫管理の効率は間違いなく向上

しており、今後が注目される。

本  社/兵庫県カロ西市北条町横尾313の1
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東北支店/山形県寒河江市大字島字島西21の1

TEL0237 84 007]

▲藤原千彰代表取締役
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神戸市東灘区の船川島商会0日島準―郎社長)

は」ARAグ ループの副会長店。活気ある経営に取

り組んできた。今回は昨秋開催されたフロントセ

ミナーに若手社員を派遣、体制強化に取り組む姿

勢を取材した。

1若手の横山氏にセミナー受講

同社は現在、総社員33人 で月間の解体台数は

平均650台 、在庫量は11000点 のラインで充

実した状況。今回、フロントセミナーを受講したの

は同社のフロント横山伸―氏(31歳 )だ。

同氏は4年前に同社総務音剛こ入社、国内部品生

産に移つて2年半経験、その後にフロントに配置

され、llu在1年2カ月経過した状態。

要するに業界歴はまだまだ修行中と言える若

さだがセミナー受講中もその後も余裕のある雰

囲気を見せて_iる。

たつた1年余りのフロント実務でなぜ現状の激

務がこなせるのか。探りを入れると背景が読めて

きた。

まず彼の経歴がある。大阪産業大学で機械工

学を学んだ後、経理学校に2年 間学び、機械と経

理の二面を習得済みでこのあたりが強みだ。

◆周辺にベテラン置きエラー防止

そういう彼の周辺には業務のベテランが取り囲

んでおり、連日、適時、正確なアドバイスでヒユー

マンエラーの発生を最小限に食い止める仕掛け

が社内に出来上がっている。

そういう横山氏が昨秋のフロントセミナーで基

本形を短時間だが学んだことになる。その結果が

同氏の自信に直結したということになりそうだ。

「問い合わせの始めから順を追つて肌理細かく

基本形を学べたことで、自分の弱い部分を正確に

突き止めることが出来た。非常に参考になつた」

(横山氏)としている。

受講後の彼はこれまでの商談展開に加えて今

一歩踏み込んだ三度手間を食わないスマートな

応対で、確実に成果を上げつつある。社員の持つ

基礎体力を正確に表に引き出す作業力り1島商会

では実行されているようだ。横山氏も新しい時代

のフロントマンと言えそうだ。

神戸市東灘区向洋町西2の2の 1
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▲社員訓練の仕掛け持つ同社    ▲横山伸―フロント担当


